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●P/V Tool Pro を活用した肺の評価方法
　P/V Tool Pro では、UIP（upper inflection point）・
LIP（lower inflection point）・PDR（point of derecruit­
ment）の自動表示機能、PF loop と Hysteresis（吸気
と呼気の容量差）の計測が可能となった。この機能に
おいて、より正確に肺の状態を把握することができる。
図 1 に UIP・LIP・PDR の自動表示機能と Hystersis を

表すグラフを、図 2・3 に PV loop と PF loop を示す。
PF loop を見ると、PV loop だけでは分からない肺胞の
closing point や opening point を推測しやすく、PEEP
設定に役立てることが可能となる。
●リクルートメント前後の計測ポイント
　当院では、リクルートメントの評価に P/V Tool Pro
を用いており、リクルートメント前後で Compliance、

図 2　PV loop

図 1　Hysteresis

図 3　PF loop 図 4　リクルートメント前後の計測ポイント

リクルートメント前

リクルートメント前後でHysteresisが885→676mLに減少1）。

リクルートメント後
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Hysteresis

リクルートメント前後でComplianceが49.8→72.7mL/hpaに上昇。

リクルートメント前後で10秒Holdが457→281mLに減少1）。



10 秒 Hold、Hystersis を計測している。その評価ポイ
ントを図 4 に示す。
●P/V Tool Pro を活用したリクルートメントの評価
　多くの施設で、open lung strategy を目的にリクル
ートメントが行われている。リクルートメントの成功
基準には一般的に P/F ratio が用いられているが、よ
り多くの情報を収集することで精度は高まる。我々は、
表 1 の基準をもとにリクルートメントを評価している。

　このように、リクルートメント前後で P/V Tool Pro
を活用することにより多角的な評価が可能となる。

●まとめ
　近年人工呼吸器は、多機能化しグラフィックモニタ
による肺の状態把握が容易となったが、未だに一般的
な Flow 波形や Pressure 波形は判読に経験を要する。
P/V Tool Pro は、肺の状態やリクルートメントの効果
を数値化することで、誰でも簡便にそれらの情報を把
握できる有用な評価ツールである。
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リクルートメント前後の評価結果 P 値
P/F ratio 上　昇 ＜0.001
Compliance 上　昇 0.013
10 秒 Hold 減　少 0.0048
Hysteresis 減　少

表 1　リクルートメントの成功基準 2）
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